
協働の力 人とひととがつながると、
　　　　小さなしあわせが大きな感動になる

■協働の力を生かしたまちづくり
　東近江市では、環境、福祉、教育等の取組を進めていく

に当たり、市民、事業者等の参画の下、地域の個性を生か

したまちづくりの展開を図ってきました。

　今後も、持続可能な地域社会を構築するため、行政と市

民がそれぞれの能力や役割、責任をしっかりと理解し尊重

しつつ、あらゆる場面において地域人材を育成し、将来に

わたって安心して暮らすことができる協働のまちづくりを

推進します。
～第２次東近江市総合計画基本構想　[共通の認識 ]より～

■そもそも協働って何？
　協働とは、「市民と行政又は市民と市民が、社会的な課

題を解決するため、目標を共有し、お互いの特性を活かし

て役割分担と責任を明確にしたうえで、連携・協力して活

動すること」をいいます。

　公共的な課題について、単独での解決が難しい場合や、

単独で実施するよりもそれぞれの特性を活かし、協力して

実施したほうがより効率的・効果的に解決できるような場

合に協働による取組が有効です。

■協働にはいろんな形があります

市民

行政
事業所
などの
団体

お互いに補いながら、
協力して活動すること

協働

　協働するのは市民 ×行政だけではありません。東近江市

では、「A市民主体」に入る市民 ×市民の協働が盛んです。

　事業者や NPO・ボランティア団体、まちづくり協議会や

自治会など、取り組む内容によって協働するパートナーは

いろいろあります。

Ａ市民主体
市民が主体性を
と責任をもって
い行う領域

Ｂ市民主導
市民の主体性の
もと行政の協力
によって行う領
域

Ｃ市民・行政
市民と行政がそ
れぞれの主体性
のもと連携・協
力して行う領域

Ｄ行政主導
行政の主体性の
もと市民の参加・
協力を得ながら
行う領域

Ｅ行政主体
行政の主体性と
責任をもって行
う領域

市民と行政の協働の領域

補助・助成 共催 委託 後援 実行委員会 指定管理

事業協力・情報共有　等

得意なことを出し合うことで活
動が一気に加速し、広がりが出
てきた。

行政に関わってもらうことで、
民間だけでは得られない安心感
がでた。

自治会など、地域の人と一緒に
することで、より地域らしさが
出るし、郷土愛がさらに強く
なった気がする。

事業の必要性や大切さを共有し
ていたら、自然と協働での事業
につながっていた。

知らなかったことをいろいろ教
えてもらえて新しい刺激をもら
えた。

自分のところでは分からない分
野があったけど、そこを得意と
する団体に協力してもらって実
現できた。

一緒にすることで
お互いのことを知
るきっかけになっ
たし、活動の幅が
広がった。

つながりが増え、
事業や団体の認知
度が上がった。

～協働をしてみて気づいたこと～声-voice-

以前から知ってい
る団体でも、協働
をきっかけに話し
やすくなった。

■協働のきっかけはこんなところから

“協働” するときの大切なポイント
①自ら行動する姿勢

②つながり合う姿勢

③地域に対する想い

困っているけど
どうすれば良いかな…

それなら地域のみんなに相談
して知恵を出してもらおう

　自治会や子ども会、ボランティアグループやNPOなど、
さまざまな人が集まれば、よりよい解決策が見つかります！

　話合ったことを形にして、活動の中
で役割分担をしながら、進めていきま
す。

いろんな立場の人が１つの課題解決に

向けて協力し、助け合い、取り組む。

これこそ協働なのです！

協働の領域

協働の形態
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